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最
近
の
食
品
衛
生
で
は
、
環
境
汚

染
物
質
‘
あ
る
い
は
添
加
物
と
し
て

の
化
学
物
質
の
問
題
が
大
き
く
ク
ロ

ー
ス
ア
ソ
プ
さ
れ
、
微
生
物
の
問
題

は
、
影
が
薄
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
わ
が
国
の
食
中
毒
発
生

状
況
を
み
る
と
、
時
代
の
推
移
と
と

も
に
多
少
の
変
遷
が
あ
る
も
の
の
‘

品
本
的
に
は
細
菌
を
主
体
と
す
る
も

の
て
あ
っ
て
、
何
よ
り
も
、
ま
ず
、

そ
れ
を
防
く
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で

あ
り
ま
す
。
と
く
に
わ
が
国
は
、
梅

巾
明
け
の
夏
か
ら
秋
口
に
か
け
て
、

非
常
な
高
温
多
湿
に
見
舞
わ
れ
、
例

年
細
菌
性
食
中
毒
が
、
盛
ん
に
各
地

に
お
い
て
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
食
品
や
食
品
営
業
施

設
を

f

衛
生
的
に
良
好
な
状
態
に
保

持
し
、
飲
食
に
起
因
す
る
南
生
上
の

危
害
を
予
防
す
る
と
い
う
、
食
品
術

生
の
目
的
を
達
成
す
る
に
は
、
食
品

衛
生
行
政
の
充
実
、
食
品
業
者
個
々

の
自
主
管
理
や
、
業
界
の
組
織
的
な

自
主
管
理
活
動
な
ら
び
に
、
消
費
者

の
健
全
な
衛
生
意
識
の
向
上
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
時
期
に
当
府
衛
生

部
は
、
府
下
二
十
二
保
健
所
の
食
品

衛
生
監
視
員
、
食
品
衛
生
特
別
監
視

機
動
班
お
よ
び
、
食
品
衛
生
検
査
車

を
フ
ル
に
動
員
し
て
、
業
者
お
よ
び

消
費
者
に
対
す
る
衛
生
講
習
会
を
行

な
う
と
と
も
に
、
夏
期
食
中
毒
の
主

体
を
な
す
細
菌
の
検
査
と
、
保
存
料

な
ど
の
検
査
に
主
眼
を
お
き
、
細
菌

に
汚
染
さ
れ
た
り
、
保
存
料
を
不
正

に
使
用
し
た
不
良
食
品
の
発
見
に
努

め
、
こ
れ
を
排
除
す
る
と
と
も
に
‘

一
般
細
菌
、
大
腸
菌
群
、
病
原
敬
生

物
な
ど
に
よ
る
汚
染
状
況
を
調
壺
し
、

さ
ら
に
、
汚
染
の
原
因
を
追
求
し
、

汚
染
源
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

食
品
の
清
浄
化
と
、
添
加
物
の
不
正

使
用
の
一
掃
を
図
る
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
。

食
品
業
者
と
し
て
は
、
食
品
の
安

全
確
保
の
た
め
に
、
原
材
料
管
理
、

製
造
管
理
、
製
品
管
理
な
ど
、
衛
生

上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
義
務
を
負

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
実
行
す
る
か
、

し
な
い
か
は
、
食
品
衛
生
監
視
員
の

指
摘
を
待
つ
ま
で
も
な
く
‘
常
に
み

大

阪

府

衛

生

部

食

品

衛

生

課

長

に

田 し‘

ず
か
ら
実
行
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
食
品
業
者
の
社
会
的
責
任
と
か

良
識
と
は
、
消
費
者
が
納
得
の
い
く
、

安
全
な
食
品
を
提
供
す
る
こ
と
以
外

の
何
も
の
で
も
な
く
、
事
故
を
起
し

て
か
ら
「
運
が
悪
か
っ
た
」
と
か
、

「
た
ま
た
ま
そ
の
時
は
：
・
・
:
」
な

ど
と
い
う
こ
と
を
聞
く
が
、
い
ず
れ

も
、
単
な
る
い
い
訳
に
し
か
過
ぎ
な

い
こ
と
を
、
肝
に
銘
ず
べ
き
で
あ
り

ま
す
。
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